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第　回　家計と暮らしに関する調査6

【 調 査 要 領 】  

第　回　家計と暮らしに関する調査6
調査 

　当研究所では、地域内の世帯の消費に関する意識や行動を継続的に捉えるために、2003年より

長崎市と佐世保市の市民に対し「家計と暮らしに関する調査」を毎年実施している。第　回目と6

なる今回調査では、「現在の暮らしの満足度」が30歳代でわずかに改善がみられるものの高年齢世

帯を中心に後退色が強く、全体としては悪化。また「家計支出」が増加傾向となっており、これ

は「食料品費」支出の急増などが要因と考えられる。

（注）今回、世帯主の年齢が20歳代の世帯からの回答が少なかったため、年代別の分析において「20歳代」について

は参考値とし、言及しない。

　．調 査 対 象　長崎市、佐世保市居住の500世帯1
　．調 査 方 法　郵送によるアンケート2
　．調 査 期 間　2008年　月中旬～下旬3 5
　．有 効 回 答　412世帯（回答率82.4％）4
　．質 問 項 目　暮らしに対する満足度　家計収支の推移　今後の暮らし向き5
　　　　　　　　　買い物の際に重視すること　将来に対する不安　　等
　．回答者の属性6

【 要　　約 】
○暮らしの満足度DI（満足割合－不満割合）は前回の△2.0から今回△15.2と大幅に低下。年代別では
30歳代でわずかに改善するも、50歳以上の年代ではDIの低下幅が大きい。
○家計収入DI（増加割合－減少割合）は前回の△27.3から△28.9と、昨年の第　回調査に引き続いて前5
回調査比低下となった。また、先行きについても一段と慎重な見方。
○家計支出DI（増加割合－減少割合）は大半の年代で上昇に転じ、前回比10.2ポイント上昇して50.7と
なった。先行きについても全ての年代で今回より上昇すると見込む。費目別にみると、食料品費が
前回の14.4から40.9に大幅上昇、その他に上昇幅が大きい「水道光熱費」、「交通費」などとともに支
出DI上昇の要因になっていると考えられる。また従来からDIが高い「保険・医療費」は今回39.0、
上昇幅も5.4ポイントと引き続き家計を圧迫。一方、「レジャー・娯楽費」、「交際費・小遣い」など
は抑制が続く。
○今後の暮らし向きDI（良くなる割合－悪くなる割合）は前回の△49.1から△63.9と大幅に低下。
○買い物の際に重視することは前回同様「必要なものだけ」、「安全・安心なもの」、「安いもの」。
○将来に対する不安は、「自分や家族の健康」、「収入」が引き続き上位。
○期待する施策は「年金水準の維持」が　位、以下「医療費負担の抑制」、「減税」の順で前回と同様。1
○利用したい商品・サービスとしては「国内旅行」の人気が引き続き最も高い。

構成比（％）世帯世帯主の年代別
2.91220歳代
12.95330歳代
21.89040歳代
27.411350歳代
35.014460歳以上
100.0412合　　計

構成比（％）世帯世帯の年収別
27.4113300万円未満
36.7151300～500万円未満
17.271500～700万円未満
13.857700～1,000万円未満
3.4141,000万円以上
1.56不明
100.0412合　　計
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　　．暮らしの満足度　― 不満割合が　割超に増加 ―1 4

　現在の暮らしに対する満足度を全体

的にみると、前回まで最多であった

「おおむね満足」は前回（34.9％）よ

り6.9ポイント減少して28.0％となった

のに対し、「やや不満」が前回（22.4％）

から6.7ポイント増加して29.1％と最も

多くなった。また「不満」の割合も0.8

ポイント増加して16.3％で、「やや不

満」と合わせた不満割合は45.4％とな

り初めて　割を超えた。一方、「満足」4

の割合は1.2ポイントの微増で2.2％と

なったものの、「おおむね満足」と合わ

せた満足割合は30.2％で過去最低と

なった（図表　）。1

　こうしたことから、満足割合から不

満割合を差し引いたDIは前回比13.2ポ

イント低下の△15.2とこれも過去最低

となり、従来の傾向と比べてかなり低

い水準ともなっている（図表　）。2

　世帯主の年代別にDIをみると、「30

歳代」が前回の△1.8から△0.2へとわず

かに改善を示した以外は各年代で後退

した。なかでも「50歳代」では15.7ポイン

ト低下して△18.7、「60歳以上」では17.2ポ

イント低下して△20.9となるなど、年齢の

高い世代でのDI悪化幅が大きい。

　世帯年収別にみると年収とDIがほぼ正

の相関を示しており、そのうちDIがプラス

（満足割合が不満割合を上回る）となって

いるのは700万円以上の世帯に限られてい

0 20 40 60 80 100 
（％） 
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図表1　暮らしの満足度 
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図表2　暮らしの満足度DI

DI満足 おおむね満足 やや不満 不満 

満
足
割
合 

不
満
割
合 

（％） （DI）

2008年 
（今回） 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

DI不満割合
（％）

満足割合
（％）属　性　項　目 前回

△ 2.0△ 15.245.430.2全　　　体

12.0△ 33.358.325.020　歳　代（参考）

年

代

別

△ 1.8△ 0.239.739.530　歳　代

△ 1.3△ 7.838.931.140　歳　代

△ 3.0△ 18.749.130.450　歳　代

△ 3.7△ 20.947.526.660　歳　以　上

△ 42.1△ 46.463.417.0300万円未満

年

収

別

△ 4.3△ 20.648.427.8300～500万円未満

18.5△ 2.835.732.9500～700万円未満

43.826.221.147.3700～1,000万円未満

68.671.57.178.61,000万円以上

図表　　暮らしの満足度（属性別）3
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る（前回は500万円以上の世帯でDIがプラスであった）。前回比では大方の層で悪化しているが、

なかでも「500～700万円未満」の世帯では前回の18.5から21.3ポイント低下の△2.8とマイナスに

転じた（図表　）。3

　　．家計収支の推移2

　）家計収入　― 家計収入DIの前回比マイナスが続く ―1

　家計収入を前回と比較すると、

　年前と比べた増加割合（「増1

加」1.0％と「やや増加」12.2％

の合計）が13.2％と前回（12.8％）

比ほぼ横這いになったのに対し、

減少割合（「減少」15.6％と「や

や減少」26.5％の合計）は42.1％

（前回40.1％）とやや増加した。

　この結果、家計収入DIは△

28.9と引き続き前回比マイナス

となった。また先行きについても△43.0と一層慎重な見方である（図表　）。4

　家計収入DIを年代別にみると、前回と比べて上昇したのは「40歳代」（前回△21.3→今回△14.6）

と「50歳代」（△33.6→△32.8）。その他の年代では低下し、また全ての年代でDIがマイナスとなっ

た。見通しについては、「30歳代」でほぼ横這い、

それ以外の年代では大幅な低下との見方である。

　世帯年収別にみると、「300～500万円未満」（△

35.0→△28.0）、「1,000万円以上」（6.3→7.2）で上昇。

その他の層では低下しており、なかでも「300万円

未満」（△38.6→△49.6）では11.0ポイントの低下と

なっている。先行きについては慎重な見方が強く、

全ての層で今回よりも低下とみている（図表　）。5

　）家計支出　― 支出増加に転じる ―2

　家計支出について、　 年前と比べた増加割合（「増加」20.3％と「やや増加」42.1％の合計）は1

62.4％を占め、減少割合（「減少」3.4％と「やや減少」8.3％の合計）は11.7％となった。前回、そ
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図表4　家計収入の推移 

DI増加 やや増加 やや減少 減少 

増
加
割
合 
減
少
割
合 

（％） （DI）

2008年 
（今回） 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

先行き 

先行き今回前回属　性　項　目

△ 43.0△ 28.9△ 27.3全　　　体

△ 16.6△ 8.30.020　歳　代（参考）

年

代

別

△ 3.7△ 3.85.430　歳　代

△ 28.9△ 14.6△ 21.340　歳　代

△ 47.8△ 32.8△ 33.650　歳　代

△ 65.0△ 45.8△ 42.460　歳　以　上

△ 56.6△ 49.6△ 38.6300万円未満

年

収

別

△ 45.0△ 28.0△ 35.0300～500万円未満

△ 35.2△ 14.1△ 6.8500～700万円未満

△ 28.6△ 21.1△ 18.7700～1,000万円未満

△ 7.17.26.31,000万円以上

図表　　家計収入DIの推移5
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れまでの傾向から反して増加割

合が低下したが、今回は以前の

トレンド同様に増加割合が上昇

という結果となった。

　こうしたことから、前回低下

した家計支出DIも50.7と前回比

10.2ポイントの大幅な上昇とな

り、家計支出がこの一年で再び

増加に転じたことがうかがえる。

先行きも54.6と現状を3.9ポイン

ト上回るもので、引き続き支出増加の傾向が強まるとの見方である（図表　）。6

　家計支出DIを年代別にみると、いずれも上昇。

なかでも「30歳代」では前回の60.1から21.0ポイン

ト上昇して81.1とかなり高い水準に達している。

今後についても、いずれの年代においても今回よ

り上昇を見込んでいる。

　世帯年収別にみると、今回DIが低下したのは

「300万円未満」（42.9→33.8）と「1,000万円以上」

（31.3→21.5）で、それ以外の層では上昇。今後に

ついては「500～700万円未満」で1.7ポイントの低

下を見込むが、それ以外では上昇との見通し（図表　）。7

　）費目別の支出　― 食料品費のDIが急上昇 ―3

　家計支出DIを費目別にみると、前回比プラスとなった費目とマイナスになった費目が混在して

いるなかで、従来比較的変動の少なかった「食料品費」（前回14.4→今回40.9→見通し42.0）が26.5

ポイントの大幅な上昇となったのが目につく。その他には「水道光熱費」（13.8→33.6→36.7）が19.8

ポイントの上昇、「交通費」（21.8→35.6→39.7）が13.8ポイントの上昇と、それぞれ　桁の上昇幅2

となっている。半面、前回よりも低下しているのは耐久消費財（5.7→△1.9→△0.2）、「教養費」（0.5

→△5.1→△8.2）、被服費（△22.3→△27.6→△24.5）などで、低下幅はいずれも小幅となっている（図

表　）。8
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図表6　家計支出の推移 

増
加
割
合 

減
少
割
合 

DI増加 やや増加 やや減少 減少 

（％） （DI）

2008年 
（今回） 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

先行き 

先行き今回前回属　性　項　目

54.650.740.5全　　　体

41.816.755.520　歳　代（参考）

年

代

別

86.881.160.130　歳　代

68.162.654.840　歳　代

45.342.929.050　歳　代

42.340.930.360　歳　以　上

39.933.842.9300万円未満

年

収

別

61.158.037.6300～500万円未満

56.758.446.7500～700万円未満

66.563.240.6700～1,000万円未満

42.921.531.31,000万円以上

図表　　家計支出DIの推移（属性別）7
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　次に、いくつかの費目についてDIを詳しくみてみよう。

①食料品費

　食料品費の支出DIは前回の14.4から今回40.9と大幅に上昇、最もDIの高い費目となった。また

先行きも42.0と上昇の見通しで、各種食品小売価格の上昇を背景とした支出増加への警戒感が表

れている。

　年代別にみると、いずれも大きく上昇。先行きの見通しについては年代によりやや差があり、

「30歳代」と「60歳以上」では引き続き上昇傾向とみるが、40～50歳代では横這いかやや低下と

なっている（図表　）。9

先行き2008年
（今回）

2007年
（前回）2006年2005年2004年2003年項　目

42.040.914.418.713.814.19.0食料品費

△ 40.8△ 26.9△ 29.3△ 27.8△ 30.2△ 29.9△ 38.4外食費

△ 24.5△ 27.6△ 22.3△ 25.8△ 28.6△ 26.2△ 26.7被服費

12.411.410.16.85.08.95.7住居費

13.612.010.816.79.812.512.0教育費

55.739.033.641.238.239.234.2保険・医療費

39.735.621.827.018.616.48.7交通費

△ 40.9△ 34.4△ 32.2△ 28.9△ 29.4△ 34.7△ 34.2レジャー・娯楽費

△ 34.9△ 22.5△ 19.4△ 19.8△ 17.9△ 17.4△ 20.6交際費・小遣い

11.616.417.920.216.724.624.8通信費

36.733.613.827.414.920.416.5水道光熱費

△ 8.2△ 5.10.52.3△ 7.60.6△ 0.7教養費

△ 19.4△ 14.4△ 11.1△ 1.90.30.8△ 4.2習い事

△ 0.2△ 1.95.71.0△ 1.3△ 1.1△ 10.9耐久消費財

△ 66.6△ 60.6△ 49.3△ 57.6△ 50.1△ 53.0△ 56.4預貯金

△ 0.37.3△ 0.35.01.10.36.5ローン返済額

図表　　費目別家計支出DI8
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図表9　家計支出DIの推移（食料品費） 
（％） （DI）

前
回 

今
回 

先
行
き 

増加割合 減少割合 DI

全体 20歳代 
（参考） 

30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 



12 ながさき経済　2008.8

②保険・医療費

　保険・医療費の支出DIは前回の33.6から今回39.0へ5.4ポイント上昇。前回までは最もDIの高い

費目であったが、今回は食料品費に次ぐ　位となった。もっとも、先行きについてはさらに上昇2

して食料品費を上回る55.7の見通しで、この分野の支出増加に対する警戒感は引き続き強い。年

代別にみると、いずれも今回・先行きともDIは上昇傾向を示している（図表10）。

③レジャー・娯楽費

　レジャー・娯楽費の支出DIは前回の△32.2から今回△34.4とやや低下。もともと若い年代ほどレ

ジャー・娯楽費支出への意欲が高いという傾向にあり、今回も「30歳代」とそれより上の世代と

ではDIの水準に差がみられる。とはいえ「30歳代」でもマイナス圏にあり、また先行きについて

はいずれの年代においても低下見通しとなっており、レジャー・娯楽への支出は総じて引き続き

抑制傾向にある（図表11）。
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△20
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33.633.6
39.039.0
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8.38.3

33.433.433.6
39.0
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33.3

8.3

33.4
25.525.5

34.634.6
42.242.2

20.720.7
30.030.0

46.046.0

25.5
34.6

42.2

20.7
30.0

46.0

32.732.7
39.639.6

59.559.5

45.645.6 48.648.6

65.565.5

32.7
39.6

59.5

45.6 48.6

65.5

図表10　家計支出DIの推移（保険・医療費） 
（％） （DI）

前
回 

今
回 

先
行
き

先
行
き 

先
行
き 

全体 20歳代 
（参考） 

30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 

増加割合 減少割合 DI
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20

0

20
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△60

△40

△20

0

20

40
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△32.232.2

△34.434.4
△40.940.9

△32.2

△34.4
△40.9

△11.111.1

0.00.0

△8.38.3△11.1

0.0

△8.3 △10.910.9 △15.415.4 △17.717.7
△43.443.4 △41.041.0

△49.949.9

△10.9 △15.4 △17.7
△43.4 △41.0

△49.9
△36.636.6 △38.438.4

△44.744.7
△33.333.3 △36.836.8

△43.843.8

△36.6 △38.4
△44.7

△33.3 △36.8

△43.8

図表11　家計支出DIの推移（レジャー・娯楽費） 
（％） （DI）

前
回 

今
回 

先
行
き 

全体 20歳代 
（参考） 

30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 

増加割合 減少割合 DI
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第　回　家計と暮らしに関する調査6

　　．今後の暮らし向き　― 　割近くが暮らし向き悪化を予想 ―3 7

　今後の暮らし向きの変化について尋

ねたところ、「良くなる」という回答は

ゼロ、「やや良くなる」は3.2％で、合

計した良くなる割合（3.2％）は本調査

において最も低いものとなった。一方

で「悪くなる」は21.7％と初めて20％

を超え、「やや悪くなる」（45.4％）も

前回を5.1ポイント上回るなど今後の

暮らし向きを悪化とみる向きが増加し

ており、これらを合計した悪くなる割

合は前回（54.8％）を12.3ポイント上回

る67.1％となった（図表12）。

　この結果、今後の暮らし向きについ

てのDIは初めて△60を下回る△63.9と、

過去最低となった（図表13）。

　DIを年代別にみると、前回比ではい

ずれも悪化しており、なかでも「50歳

代」では前回の△41.0から△62.0へと21

ポイントも低下しており、悪化幅が際

立っている。

　世帯年収別にみると、年代別同様全

ての層で前回比悪化。年収 1,000 万円

未満の層では前回比10ポイント以上の悪化

で、DIも△60～△70程度となっている。た

だし「1,000万円以上」の層では前回と比べ

て悪化幅が5.4ポイントと比較的小さく、

DIも△42.9にとどまっている（図表14）。

0 20 40 60 80 100 
（％） 

0.4

4.94.9 31.931.9 45.545.5 17.317.3

6.66.6 38.738.7 39.739.7 13.713.7

4.74.7 42.742.7 37.937.9 14.214.2

4.44.4 38.038.0 42.742.7 13.913.9

5.45.4 39.539.5 40.340.3 14.514.5

3.23.2 29.729.7 45.445.4 21.721.7

4.9 31.9 45.5 17.3

1.3

6.6 38.7 39.7 13.7

0.5

4.7 42.7 37.9 14.2

1.0

4.4 38.0 42.7 13.9

0.3

5.4 39.5 40.3 14.5

3.2 29.7 45.4 21.7

図表12　今後の暮らし向き 

2008年 
（今回） 
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2004年 

2005年 
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2007年 
（前回） 

良くなる やや良くなる 変わらない 

やや悪くなる 悪くなる 
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45.545.5 39.739.7 37.937.9 42.742.7 40.340.3 45.445.445.5
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1.3

14.2

37.9
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0.5

13.9
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4.4
1.0

14.5

40.3

5.4
0.3

21.7

45.4

3.2

△57.557.5

△45.545.5 △46.946.9
△51.251.2 △49.149.1

△63.963.9
△57.5

△45.5 △46.9
△51.2 △49.1

△63.9

図表13　今後の暮らし向きDI
（DI）（％） 改

善
割
合 

悪
化
割
合 

良くなる やや良くなる 

やや悪くなる 悪くなる DI

2008年 
（今回） 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

DI悪化割合
（％）

改善割合
（％）属　性　項　目 前回

△ 49.1△ 63.666.83.2全　　　体

△ 22.3△ 33.341.68.320　歳　代（参考）

年

代

別

△ 40.7△ 49.052.83.830　歳　代

△ 51.8△ 67.470.83.440　歳　代

△ 41.0△ 62.066.44.450　歳　代

△ 60.4△ 71.572.91.460　歳　以　上

△ 54.5△ 66.369.02.7300万円未満

年

収

別

△ 54.3△ 68.370.92.6300～500万円未満

△ 33.9△ 60.065.75.7500～700万円未満

△ 44.1△ 59.763.23.5700～1,000万円未満

△ 37.5△ 42.942.9－1,000万円以上

図表14　今後の暮らし向き（属性別）
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　　．買い物の際に重視すること　― 　割以上が「必要なものだけを購入」―4 8

　買い物の際に重視することを尋ねたと

ころ、「必要なものだけを購入」が84.5％

と引き続き最も多く、　 割を超えている。8

次点は「安全なもの、安心なものを購入」

（70.1％）で、「安全・安心」が重視され

る傾向が引き続き強まっており、今回初

めて　割を超えた。その半面、　 位の7 3

「できるだけ安い商品を購入」（57.8％）

はやや回答割合が低下、前回は　割を超6

えていたが再び　割台となった（図表15）。5

　年代別、世帯年収別いずれからみても、

各年代・各層で「必要なものだけを購入」

が　位となっており、必要なものを見極1

めて購入するという消費行動が定着して

いるようである（図表16）。

図表15　買い物の際に重視すること（複数回答） 
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80

100
（％） 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

2008年 
（今回） 

その他 

デザインや 
見た目を重 
視して購入 

店の格付け、 
信用を重視 
して購入 

店のサービ 
スを重視し 
て購入 

商品の質、 
ブランドを 
重視して購 
入 

まとめ買い 
をする 

環境に配慮 
した商品を 
購入 

できるだけ 
安い商品を 
購入 

安全なもの、 
安心なもの 
を購入 

必要なもの 
だけを購入 

そ
の
他

デ
ザ
イ
ン
や
見

た
目
を
重
視
し

て
購
入

店
の
格
付
け
、

信
用
を
重
視
し

て
購
入

店
の
サ
ー
ビ
ス

を
重
視
し
て
購

入商
品
の
質
、
ブ

ラ
ン
ド
を
重
視

し
て
購
入

ま
と
め
買
い
を

す
る

環
境
に
配
慮
し

た
商
品
を
購
入

で
き
る
だ
け
安

い
商
品
を
購
入

安
全
な
も
の
、

安
心
な
も
の
を

購
入

必
要
な
も
の
だ

け
を
購
入属　性　項　目

2.27.810.013.615.818.028.657.870.184.5全　　　体

－33.3－－25.016.78.366.716.783.320　歳　代（参考）

年

代

別

－9.43.815.117.024.513.262.347.273.630　歳　代

－4.47.88.918.916.727.866.767.884.440　歳　代

1.86.212.411.515.922.129.252.278.884.150　歳　代

4.98.312.518.812.513.236.154.277.888.960　歳　以　上

2.76.29.713.39.718.629.267.372.685.8300万円未満

年

収

別

2.011.39.311.912.615.922.558.966.986.1300～500万円未満

－5.68.515.525.416.925.456.374.680.3500～700万円未満

5.37.014.012.317.522.843.947.470.282.5700～1,000万円未満

－－14.321.450.014.342.928.678.678.61,000万円以上

図表16　買い物の際に重視すること（属性別、複数回答）
（％）
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第　回　家計と暮らしに関する調査6

　　．将来に対する不安　― 97.8％が将来に不安を感じる ―5

　将来に対する不安については、「ある」（50.6％）と「少しある」（47.2％）の合計が97.8％と引

き続き大勢を占めた（図表17）。

　不安を感じる要素をみると、最も回答比

率が高いのは「自分や家族の健康」（69.3％）

で、前回まで最多であった「老後の収入」

（67.8％）は今回　番目に多い回答となっ2

た。以下、「収入についての不安」（60.6％）、

「家計支出の増加」（50.6％）といった順で

ある（図表18）。

　年代別にみると、「30歳代」では「子ども

の教育」が、「50歳代」では「老後の収入」

がそれぞれ最多となっている。

　世帯年収別にみると、多くの層で「自分

や家族の健康」が　位であるが、「700～1

1,000万円未満」では「老後の収入」に対す

る不安が最も多くなっている（図表19）。
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図表18　不安要素（複数回答） 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

2008年 
（今回） 

（％） 

その他 

雇用（失業、 
リストラ） 

子どもの 
教育 

家族の介護 

家計支出の 
増加 

収入につい 
ての不安 

老後の収入 
（年金等） 

自分や家族 
の健康 

図表17　将来に対する不安 
ない 
2.2％ 

少しある少しある 
47.247.2％ 

あるある 
50.650.6％ 

少しある 
47.2％ 

ある 
50.6％ 

その他雇　用子どもの
教育家族の介護家計支出

の増加　
収入につい
ての不安　老後の収入自分や家族

の健康　　属　性　項　目

2.719.023.429.250.660.667.869.3全　　　体

－33.325.016.766.766.733.358.320　歳　代（参考）

年

代

別

3.823.173.115.471.263.540.442.330　歳　代

1.128.743.734.562.167.864.469.040　歳　代

1.827.011.729.736.970.381.168.550　歳　代

4.33.61.431.745.346.872.781.360　歳　以　上

2.722.512.628.844.167.670.374.8300万円未満

年

収

別

2.715.523.627.756.158.164.264.9300～500万円未満

2.922.132.430.952.963.267.673.5500～700万円未満

3.621.433.937.551.851.873.264.3700～1,000万円未満

－－25.08.341.750.066.775.01,000万円以上

図表19　不安要素（属性別、複数回答）
（％）
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　　．期待する施策　― 最も多いのは引き続き「年金水準の維持」―6

　行政に期待する施策を尋ねたところ、

「年金水準の維持」（67.7％）が前回に引

き続き最多で、以下「医療費負担の抑制」

（66.0％）、「減税」（54.0％）、「高齢者福

祉の充実」（50.6％）、「社会保険料の軽減」

（48.9％）と続き、こうした上位回答の順

位は前回と同じである（図表20）。

　年代別にみると、「30歳代」では「減税」

が最も多く、「40歳代」以上の世代では

「年金水準の維持」が最多となっている。

　世帯年収別にみると、「1,000万円以上」

の層で「医療費負担の抑制」が　位となっ1

ている以外は、各層で「年金水準の維持」

への期待が最も強い（図表21）。
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図表20　期待する施策（複数回答） 

2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

2008年 
（今回） 

（％） 

年金水準の 
維持 

その他 

教育費の 
抑制 

育児環境の 
整備 

雇用対策 

財政赤字の 
改善 

景気刺激策 
の実行 

社会保険料 
の軽減 

高齢者福祉 
の充実 

減　税 

医療費負担 
の抑制 

そ

の

他

教
育
費
の

抑
制

育
児
環
境

の
整
備

雇
用
対
策

財
政
赤
字

の
改
善

景
気
刺
激

策
の
実
行

社
会
保
険

料
の
軽
減

高
齢
者
福

祉
の
充
実

減　
　

税

医
療
費
負

担
の
抑
制

年
金
水
準

の
維
持属　性　項　目

4.920.321.022.725.729.348.950.654.066.067.7全　　　体

8.333.325.050.025.025.041.725.075.050.041.720　歳　代（参考）

年

代

別

1.949.149.122.628.330.234.024.552.843.426.430　歳　代

6.734.814.627.021.336.044.937.156.256.257.340　歳　代

3.610.717.023.223.232.151.857.157.173.278.650　歳　代

5.67.017.517.529.423.155.265.749.076.283.260　歳　以　上

3.513.319.528.325.727.452.261.158.473.575.2300万円未満

年

収

別

5.323.324.018.723.328.750.048.756.764.764.7300～500万円未満

5.827.513.021.723.233.343.539.152.260.965.2500～700万円未満

5.322.822.824.631.628.147.452.640.456.168.4700～1,000万円未満

7.17.142.914.335.728.642.935.742.978.657.11,000万円以上

図表21　期待する施策（属性別、複数回答）
（％）
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第　回　家計と暮らしに関する調査6

　　．利用したい商品・サービス　― 最も多いのは引き続き「国内旅行」―7

　家計にゆとりがでた場合に利用したい

商品・サービスについて尋ねたところ、

「国内旅行」が56.5％と引き続き最も多

かった。以下　位までは前回と同順で4

「ショッピング」（40.1％）、「住宅」（37.4

 ％）、「趣味や習い事など」（28.6％）と続

く。なお、こうした上位の項目を含め、

総じて前回よりも回答割合が低下してい

るのが、今回調査では特徴的である（図

表22）。

　年代別にみると、「40 歳 代」では

「ショッピング」が最も多くなっており、

他の年代では「国内旅行」がトップ。

　世帯年収別では、全ての層で「国内旅

行」が過半数を占め最多となっている

（図表23）。

（野邉　幸昌）
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図表22　利用したい商品・サービス（複数回答） 
（％） 

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
（前回） 

2008年 
（今回） 

その他 

国内旅行 

スポーツ 

美容や健康 

海外旅行 

マイカー 

高額家電 
商品 

趣味や 
習い事など 

住　宅 

ショッピング 

そ

の

他

ス
ポ
ー
ツ

美
容
や
健

康海
外
旅
行

マ
イ
カ
ー

高
額
家
電

商
品

趣
味
や
習

い
事
な
ど

住　
　

宅

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ

国
内
旅
行

属　性　項　目

5.15.621.021.823.227.128.637.440.156.5全　　　体

8.3－33.333.325.033.38.333.358.333.320　歳　代（参考）

年

代

別

7.57.518.917.024.528.341.541.552.854.730　歳　代

2.211.221.319.133.732.629.233.755.148.340　歳　代

8.84.423.917.726.525.719.545.131.058.450　歳　代

2.82.818.327.513.423.932.432.431.762.760　歳　以　上

6.32.721.616.224.327.936.032.440.554.1300万円未満

年

収

別

4.06.619.919.219.929.128.538.441.158.9300～500万円未満

2.95.724.328.628.622.928.637.140.058.6500～700万円未満

10.58.821.124.624.628.117.542.136.850.9700～1,000万円未満

－－14.342.97.128.621.450.035.764.31,000万円以上

図表23　利用したい商品・サービス（属性別、複数回答）
（％）




